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1.研究主題
「確かな学力を育む体育学習」

一明確な学習内容と豊かなかかわりから生まれる新たな授業の創造―

2。 研究の期間

平成 19年度～平成 21年度 3年間

3.研究の目的
子どもたちを取 り巻く環境やライフスタイル

の変化に伴い,体力や運動能力,コ ミュニケー
ション能力の低下,生活習慣病の1)l加など,子
どもたちをめぐる様々な問題が起こってきた。

こうした子どもの現状を踏まえて,体育科で
は,『生活の中に運動やスポーツをI取 り入れ ,

生涯にわたって運動やスポーツを楽 しむことが

できる』豊かなスポー ツライフの実現や ,『 自

分の心や体に関心をもち, 自分の生活をより健
康的に改善することができる』健康なライフス

タイルの実現をめざしている。 また,体育学習
では,自 ら思いをもつて主体的に運動や健劇こヘ

かかわ り,運動の楽 しさを体感 した り,健康の
大切さを実感 した りする中で,身 体能力や運動
の楽 しみ方,健康な生活の仕方 (技能・知識・

態度・学び方)と いった [確かな学力]を身に

付け,子 ども自身が 自分の生活をより豊かなも
のに していくことが求めらオtて いる。

本校の子 どもたちに 目を向けてみると,「運

動の取 り組みについて三極化の傾向」が見られ

ること,「体力や運動能力の停滞傾向」が見 ら

れ ること,「生活習慣の乱れ」が見 られ ること

など,ほぼ全国的な傾向と同様な実態が浮かび

上がってくる。

そこで,体育科のね らいを実現するためには ,

「明確な学習内容」 と「豊かなかかわ り」 とい

う2つの視点か ら授業づ くりを工夫 していくこ
とが重要であると考え,研究にI限 り組んだ。

4。 研究の方法・実践の内容

《1年次》【運動領域】

『子どもから見た運動の楽しみ方』と「学び方」

子どもは,「場や用具」「f也者との運動の行い

方」「自分の動き」を変化させながら,よ り楽
しめる状況をつくり出して運動しようとする。

その過程で,運動を構成する要素である「モノ」
「仲間」「自己」へのかかわ り方を正夫するい

つた「学び方」を身に付けることができる。

「モノ」「仲間」「自己」へのかかわり方を工夫して運動を楽しむ
体育授業において,そ の学習
空間を構成する要素は,運動に
必要な場や用具 (モ ノ),共 に
運動す る友だち (仲 間),運動
する自分 (自 己)である。   モノ  仲間
子ども自身がそのいずれかを工夫 してい

くことで,新たな動きや動き方,運動の様
子を経験でき,それまで以上に運動を楽 し
くできるようにする。

《2年次》【保健領j或】
『新たな授業の展開』(学習過程)と [確かな学力]

新たな授業の展開
自分の心や体,生活に根ざした課題をもつ [課題をつかむ]

一尋
どもの視点から保健事象にかかわる[課題を追求する]

自らの生活改善や健康増進の仕方を獲得する[振り返つてまとめるI

このように,子 どもが 自分にとって切実感の
ある保健事象を1取 り出 し, 自分の心や体,生活
に根 ざした課題 を追求 していくといつた主体的

な学習を展開することで,関心や意欲を請iめ な
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がら活動に1取 り組む「態度」,「環境」「f山者」「自分」

といつた子 どもの視点か ら能動的に保健事象に

かかわる「学び方」,「実感を伴つた理l解」による

生 7舌に生きてはた らく「矢11識 Jを身に付けること

ができ,[確かな電主力]を 1き うこと力`できる。
《3年次》【運動領域】 ヽ

『運動特有のおもしろさ』と「技能」
運動には,その運動ならではの動きを含む特
有のおもしろさが存在する。しかも,そ のおも
しろさは,子 どもをその運動に引き付けるはた
らきがある。 したがつて,学習の展開では,『運
動特有のおもしろさ』を [運動の特性]の 中心
に位置付けることが重要になる。また,こ の『運

動特有のおもしろさ』は,「技能」の発揮を促

すことになる。そのため,子 どもは,[運動の

特性]に発、れる楽しさを求めながら,学習内容
の一つである「技能」を身に付けることができる。

F新たな授業の展開』(学習過程)と [確かな学力]

運動に出合つた子どもは,まずその運動なら
ではの動きを含んだ『運動特有のおもしろさ』
を感 じ取 り,運動の楽 しさを感 じる。そ して ,
そのお もしろさをもつと味わお うと,自 らの視
点で運動の行い方を工夫 して,運動の楽 しさを
広げていく。

したがつて,子 どもはこのような学習を展 BH
する中で,「技能」「態度」「学び方」を身に付けて

い くことができ,[確かな学力]を培 うことが
できる。

カリキュラムの構成(内容を系統的に位置付ける)
運動領域では『運動特有のおもしろさ』「技能」
「態度」「学び方」,保健領域では「知識」「態度」「学
び方Jと いった学習内容を発達段階に応 じて系統

的に位置付け,カ リキュラムを構成 した。
指導方法の工夫

○運動 との出合わせ方 (運動領域のみ )

常i単なや り方で運動に出合わせ,試 しにその
運動をやってみた り,感想を話 し合つた りする。
○めあてのもたせ方

活動の成果や課題を想起 させ,何を工夫 した
いかについて思いをもたせる。 (運動領域 )

意識することのなかった事象や切実感のある

事象に出合わせる。 (保健領域 )

○学習形態の工夫

活動に応 じて効果的な学習形態を工夫する。

○環境の設定

必要な器具や用具,資料を吟味 して用意する。
○教川iの出場

子 どもの 1瞑 り組みに対 して,効果的な助言や
称揚などを行 う。
○振 り返 りの工夫

自分の取 り組みによってわかったことを振 り

返 らせる。

○指導体制の工夫 (保健領域のみ )

養護教諭や栄養教諭,ゲス トティーチャー と
打ち合わせをする。

5.研 究の成果
『新たな授業の展開』(学習過程)と [確かな学力]
『運動特有のおもしろさ』を感 じI限 り,夢中

になって運動する中で,「技能」を身に付けて

いくことができた: トレァニングとしての「技

能」の習得ではなく,子 どもが [運動の特性 ]
にふれる楽 しさを求めていく活動の中で必然的

に「技能」を身に付けていくことができた。

『運動特有のお t)し ろさ』をより感 じ,も つ

と楽しむことができるように,「モノ」「仲間」
「自己」へのかかわり方を工夫していくことで ,
自分に合った楽 しみ方を見付け,運動の楽 しさ
を広げていくことができた。

自分の心や体,生活と結び付けて課題をつか
み,追求活動において「環境」「他者」「自分 J
とのかかわりを通 して,内容を実感的に理解 し,
身に付けた知識を自分の健康生活での実践へと

生かしていくことができた。

[子 どもの変容](授業から生活合の転用 )
授業で運動の楽 しさを感 じ,休み時間や家庭
生活にも学習 した運動遊びを取 り入れる子ども
の姿が多く見られるようになつた。運動が生活

の一部として定着していく手応えを強く感 じた。

自分の心や体,生活に根ざした課題をつかん
だことで,追求活動へ意欲をもってI反 り組み ,

獲得 した知識の大切さを実感 しながら生活の中

で実践活動に取り組むことができた。

6.研究の意義・発展性
子ども自身が主体的に運動や健康へかかわり,

運動の楽 しさや健康の大切さを実感 しながら身

体能力や運動の楽 しみ方,健康な生活の仕方を
身に付けることができたことで, 日常生活での

実践へとつなげていくことができた。こういっ

た学習経験を幕iみ重ねていくことで生涯を通 じ

たI反 り組みとなることをり明待している。

新たな授業の展開
特有のおもしろさを感じ取る [運動の楽しさを感じるI
t9晰ために JIL 俳 詢鋤    〃〃る
どもの視点で運動を工夫する [運動の楽しさを広げるI
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